
1967年7月91・1九州北部でみられた帯状降雨域

　以上，深く感謝します．

　なお，10分間雨量のデータは，気象研究所，福岡管区

気象台，広島地方気象台（昭和42年度科学技術庁調整費）

により，準備しました．また，データのプ・ットと若干

の計算の一部は，気象庁電子計算室で行ないました．
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第7回大気電気研究会開催のお知らせ

期日　6月15日（木），16日（金）

場所　名古屋大学空電研究所

　　　（豊川市市田町下中野68）

有志の方の佐久島観測所（空電研所属）

見学を6月17日（土）を予定しております．

詳細は下記にお問合せ下さい．

東京都田無市向台町5－4－1

　　　　電子技術総合研究所

　　　　　　0424－61－2141
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